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希 貫寸り 婁顧玉 にし一朗μ 七 を投 与･す3  乙生熹鰐り ムーアスク'レ已゙ンMi.  が増加 寸3 こととヽ

種 手玄L-叫経沸沸- 啖̂ 咳しK の･り脊穿i^J 乙、^^  ]    ̂冒 に疼裁 にアス クル’ビフ硬萱が増

加 寸3  こ乙 き≪.蔵 しv- ，̂

参e  ill  稜 そ黒績叉r-  お寸 るも かの 生 戎におよIS` す む同ー肘ぺ り影 響玄菱討 し吋

吉七 む-G抑 十L以ﾀﾄ のm おt  び持傅導 摩帑忽 孚i  疲 淡 した･りう 水f 生ヽ 青レ■r ふl＼   りa.  灰丿二左

レドAT 、Ash  り 良眠 亀循加i  せ う諭曳り錬f.  -& 嶺 みP-  ■

方瓜　tr 仮^ 種 手はユ0°ｃ -c善 嘔 水っ 糖 まいx 桔諺事 体琢え に23 時個 焼錬麦 、嶮所命 ずさ^:

礼。ﾉIs/I  の定量 はヒド ラジ ン狐 色俵・ヽ･ おi  なっr-.
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］ 食 品 中 の ニ コ チ ンm.  (  N  i  A  ） 及 び 、 そ の 関 連 化 合 物 の 測 定 に は 従 来 、 微 生 物 法

学 的 方 法. 酵 素 法 及 びH    P   L   C 法 等 が 用 い ら れ て い る ． 演 者14  N    i   A . ニ コ チ ン ア

N   A  A ）,      N   ' － メ チ ル ニ コ チ ン 酸 （T   G ）,     N  ' － メ チ ル ニ コ チ ン ア ミ ド （M   N  A

' － メ チ ル ニ コ チ ン ア ミ ド （M   N  A  ' ） のH   P   L   C に よ る 同 時 分 別 条 件 を､確 立 し 、 本

用 い て 食 品 よ り 熱 水 抽 出 し た 試 料 中 のN    i   A 関 連 化 合 物 の 測 定 を 行 っ た が ． 爽 雑 物

素 等 が 固 定 相 の 劣 化 原 因 と な っ た ． そ こ で 今 回 は ． こ れら の 除 去 を 目 的 と し たD    o

１ ×8      （Dowex ）,     AG3X4      （AG ）,      SEP-PAC　C    ,,   （C    , .) 及 び

ルQ   M A     （Q  M  A  ) カ ラ ム に よ る 前 処 理 方 法 につ い て 検 討 し た ．

］ ＜1  ＞ 標 準 品 に よ る 検 討　N    i   A ・NAA ・TG ・MNA 及 びM   N  A  'の 標 準 品

液 を 試 料ｉ し 、N    i   A 以 外 を 各 カ ラ ム の 通 過 両 分 と し て 得 た 後 、0.5N ぎ 酸 に よ り

を 溶 出 し,     H  P   L   C を 行 っ た ．　 ＜ ２ ＞ 食 品 八 の 適 用 性　 え ん ど う 豆 の 熱 水 抽 出 液

と し,      D   。w    e χ 、　Ｃ 1   8及 びQ   M A を 用 い て 前 処 理 を 行い 、H    P   L   C  に よ り 測 定 し

［ 結 果 ］ ＜ １ ＞ 四 種 類 の 前 処 理 方 法 の 内 、A   G に よ る 処 理 で はN    i   A が カ ラ ム か ら 溶 出 さ

れ な か っ た が 、 他 の 三 種 類 を 用 い た 結 果 、 各 標 準 品 の 明 確 な ピー ク を 得 ら れ 、 回 収 率 は

９３－ 101  ％ で あ っ た 。　 ＜ ２ ＞ え ん ど う 豆 試 料 はD    o   w   e   X 、c,. を 用 い た 場 合 、 爽 維 物

質 の 影 響 に よ りN    i   A  ,    M  N  A  'が 明 確 に 検 出 さ れ な か っ た 。　しか し,  Q   M A の 処 理 に よ り

lOOg 当 た り.     NiA2.5iiig.     T Ｇ 88iig が 測 定 さ れ た 。 尚 、 回 収 率は10  2% 、90% で あ っ た 。


